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事業の進捗状況（8月末時点）

目標数値 進捗状況 評価
①事業数
　500本以上

認証数
796本

市町、民間への
普及促進

②来場者数
　360万人以上

終了事業概算
616万人

大きなイベントの
集客が回復

③経済効果
　100億円以上 － 上記より達成確

実の見込み

＜浜松まつり255万人＞ ＜安倍川花火55万人＞

まだ認知度向上に向けた課題あり！

566本

132本

98本

いよいよコア期間！「東アジア文化都市2023静岡県」現状
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いよいよコア期間（9月～11月）が始まります！！

秋版パンフレットを御覧ください！

・コア期間事業本数 約410本

・うち118本を秋版ガイドに掲載

・ホームページと併せて圧倒的な

　巨大プラットフォームをＰＲ

⇒　ボリュームアピール戦略

東アジア文化都市の
認知度ＵＰへ！！
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コア事業・専門協働プログラムの紹介

マップで伊豆・東部・中部・西部
各地区で万遍なく展開を表現！！
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終盤に向けた広報展開

＜これまで23本！＞

職員の皆さんへ

職員１人ひとりが東アジア文化都市広報マンに！

東アジア文化都市2023静岡県実行委員会委員長
出野　勉（静岡県副知事）　　　　　2023/3/1

＜ひとり１改革運動　９月の推進月間＞
一人ひとりが広報マン！
多様なヒトに届く情報発信

職員全員で
「東アジア文化都市2023静岡県」を

盛り上げよう！

・Youtubeの先週、今週は・・
　ドクトル・ケンリッジとポスター
　SPAC俳優の宮城島遙加さんとの　
　対談を配信！
・是非、視聴を！！

1時間番組で総括！
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国際交流の高まり（高校生交流）

夏からライブの国
際交流も本格化！

・７月下旬に、高校
　生の交流が先陣を
　切り、全州市に日
　中韓が集って開催。

・全州市高校が来静
　し相互交流が実現

さすが高校生
すぐに仲良しに！

【全州市】

【静岡県】【静岡県】

【全州市】
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国際交流の高まり（全州市との交流深化）

【全州訪問】

【全州ビビンパ】 【豆もやしスープ】 【まっこり酒場】

・さすが、食文化創造都市！
　→とにかく美味しい。
　　皆さんもぜひ訪れて。

静岡市との友好関係を促進中

【韓国伝統文化の殿堂】 【八副芸術工場】【国立無形遺産院】

・文化施設が数多く、一つひとつがすごい！
　→コア期間には、紙文化、工芸、食文化、
　　サッカーで相互に交流イベントを予定

【Ｗ杯サッカー場】



7フィナーレに向けて
「ふじの式典」、「シンポジウム」の開催

１　東アジア文化都市2023静岡県公式式典（ふじの式典）
      12月3日(オークラアクトシティ浜松)

区　分 内　容

式典

・これまでの成果報告（動画形式）
・静岡県・中韓３都市代表挨拶
・次期開催県引継ぎ
・中韓３都市芸能（本県演目は特別公演として披露）　ほか

特別
公演

「”歓喜に至れ”　～ベートーベン第９による～」
・総監督　　宮城聡
・企画監修　佐藤典子
・出　演　　大前光市ほかダンサー、声楽家、SPAC、佐藤典子舞踊団

２　東アジア文化都市シンポジウム ～静岡県の挑戦～（仮称）
      12月23日(グランシップ)
　　東アジア文化都市2023静岡県を振り返り、今後の東アジア文化都市の新たな展開や、

　 意義などを国内外に発信するため、有識者を招きシンポジウムを開催する。

区　分 内　容

シンポジウム

・2023年の事業実績の発表
・有識者（案）によるパネルディスカション
 溝畑宏氏、加藤種男氏、太下義之氏、宮城聰氏　他（予定）
・知事による総括   ・静岡県からの提言

・全州市は
11/2に閉幕
式典を開催

・中国都市
　は未定
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Ｌｅｔ'ｓ ｇｏ 東アジア文化都市2023静岡県

あと４ヶ月！！

2024年石川県開催
バトンタッチに向けて
ラストスパート！！


